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序スコット・フィッツジェラルドは1922年７月, ロング・アイランドのグ
レート・ネックに転居する以前, 次作の小説の構想で,「新しいもの―あ
りきたりではなく, 美しくて, すっきりとした, しかも凝ったパターンの
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ものを書きたい」(ターンブル, p. 162) と語った｡『グレート・ギャツビー』




す｡ 短編の場合のようなちゃちな想像力なんかではなく, 正真正銘, しか
も光り輝く世界のような想像力を維持しながら｡ (中略) この小説は完成












の〉はすべて, その語り手の視点, 主観で捉えられ, 解釈を加えられ, 推
測され, その結果, 結論付けられた出来事, 人物評であり, 決して,〈全
能の作者〉が語るような〈事実〉ではない｡ ニックの主観的判断だけで,







る｡ 武藤氏は,「彼 [ニック] を通してのみギャツビーは存在する」(武藤,
p. 8) と分析する｡ ニックはギャツビーをめぐるすべてのことに〈想像〉
と〈解釈〉を行なうが, しかし, ニックの語り口調は,「一般的妥当性を












活を送った」(『ギャツビー』, p. 123), と明かすギャツビーの告白には,
｢あほらしくて, 思わず吹き出しそうになるのを, 必死に抑えなくてはな
らなかった｣ (『ギャツビー』, p. 123) ほどで, ｢彼の身の上話はいかにも

















たこと, ギャツビーを昼食に招待したこと, プラザホテルでの騒動 な




えられる場合がある, と認識する｡ しかし, フィッツジェラルドは〈ニッ
クの記憶〉を作者の記述のような正確さ, 確実さでニックに語らせる｡ ギャ
ツビーは嘘をいくつもついているし, ニックも知り合った当初はギャツビー













ぐに決めつけないという傾向を身に」(『ギャツビー』, p. 9) つけたニッ
クは, その性格が原因で, ｢一風変わった性格の人を数多く招き寄せるこ
とになったし [中略] 退屈極まりない人々の格好の餌食｣ にもなり,
「取り乱した (そしてろくに面識のない) 人々から, 切実な内緒話を再三
にわたって打ち明け｣ (『ギャツビー』pp. 910) られた｡ ニックは「昨年
の秋に東部からここに戻ってきたとき｣,「人間の心根を高みから偉そうに
のぞき込むような, 派手ばでしい浮かれ騒ぎにすっかり食傷していた」
(『ギャツビー』, p. 11) と振り返り, ｢本書の題名に名前を使わせてもらっ
たギャツビーという人物一人だけが, そのような僕の思いから外れたとこ
ろに位置している｣ (『ギャツビー』, p. 11) [下線筆者] と語り始める｡
原文では, “Only Gatsby, the man who gives his name to this book, was ex-
empt from my reaction”（Gatsby, p. 8）と記述されているが, ニックが語










は, “Reading over what I have written so far, I see I have given the impres-
sion that the events of three nights several weeks apart were all that absorbed












う｡ (『ギャツビー』, pp. 115116) [下線筆者]
ニックが名前を列記するのは,「その様子をより鮮やかに思い浮かべて」
くれる読み手を想定しているからで, その対象者は「この本」の読者であ
る｡ 原文では上記引用の下線部はこのように書かれている “I can still
read the grey names, and they will give you a better impression than my gen-























ニックは「親密な好奇心」(『ギャツビー』, p. 110) を抱くようになっ
たジョーダン・ベイカーが〈しらっと嘘をつく不誠実な女〉(『ギャツビー』,




ちの一人だ」(『ギャツビー』, p. 113)｡ ニックは自身を ｢正直な人間｣
“I am one of the few honest people that I have ever known”, Gatsby, p.
「こうして彼はジェイ・ギャツビーなる人物を創造した」
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59[下線筆者] と評価しているが, しかし, ニックは〈正直さ〉と
してどのような特性を示しているのだろう｡ ニックはジョーダンの「不誠
実さ」を話題にしたが, 彼はこの時, ジョーダンとの「関係を一歩前進」
させながら, 実は, 故郷には婚約を噂された女性がいる｡ ニックは「婚約
した」と噂になったのでこの女性を残してニューヨークに出てきたが, 彼
女には週一回, 手紙を書いており, その手紙の末尾には ｢ラブ, ニック」
(“Love, Nick”, Gatsby, p. 59) と記していた｡ 故郷に残してきた女性に毎
週手紙を送り, しかも, ジャージーシテイに住む経理部の女性と関係を持
ち, その兄に無言の圧力をかけられるとさりげなく関係を解消する (“I let
it blow quietly away”, Gatsby, p. 57)｡ そして, このあとニックはジョーダ
ンと親密になっていく｡
ジョーダン・ベイカーは借りた車の屋根を開けたまま雨の中に放置しな
がら, 自己の責任を認めない｡ 最初の大きなゴルフ・トーナメントで, 悪
いライのボールを動かす不正を行なったと糾弾されたが, 結局, 目撃者の
見間違いに転嫁された｡ ジョーダンの ｢不正直さ｣ は, ニックが複数の女
性に対して不誠実な態度をとったこととは, 問われるモラルが異なるだろ








笑みを僕に送るのだ｡ （『ギャツビー』, pp. 108109）[下線筆者]
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「夢をかきたてる女性」(“romantic women”, Gatsby, p. 57) に目を留め,
想像力で彼女の部屋に入り込む, と語るニックは, ニューヨーク生活の孤
独 (“a haunting loneliness”, Gatsby, p. 57), 沈んだ心 (“a sinking in my














(『ギャツビー』, p. 93), と感じる｡「オ―ルド・スポート」(“old sport”)
というギャツビーの呼びかけには「一通りの親密さしかこもっていない｡
安心させるように相手の肩に手をやるのと同じことだ｡」(『ギャツビー』,
p. 102) “The familiar expression held no more familiarity than the hand
which reassuringly brushed my shoulder”, Gatsby, p. 54) と受け止めて
いる｡ 最初に招待されたパーティのあと, ニックは「二度ばかり, 彼のパー
ティに顔を出し, 彼の水上飛行機に乗り, 是非にという誘いを受けて専用




うが, 彼は話題というものをろくすっぽ持たず [中略] 正直なところがっ
かりしてしまった」(『ギャツビー』, p. 121) と失望する｡ ｢この男は正体
こそよくわからないが, 何かしら重要性をもった人物に違いないという,
僕の抱いた第一印象は次第に薄らぎ, 今では隣地で豪勢な宴会を催すただ




続し, パリ, ヴェニス, ローマでインドの王侯のような生活を送り, 宝石
を集め, 狩猟も楽しんだ といった身の上話にニックは, ｢あほらしく
て, 思わず噴き出しそうになるのを, 必死に抑えなくてはならなかった｣
(『ギャツビー』, p. 123) “With an effort I managed to restrain my in-
credulous laughter”, Gatsby, p. 64 ｡ ニックはギャツビーが身の上話を
する時の口調を瞬時に分析し, 彼が ｢早口で教育はオックスフォードで受
けた｣ [下線筆者] と言ったことを聞き逃さなかった｡ ニックの観察は鋭
く, ギャツビーが「言葉を途中で呑み込み, あるいはのどにつっかえそう
になった｣ ことに言及する｡ さらに, ｢以前にもその台詞を口にするにあ
たって, 困難を覚えて経験があるようにうかがえた｣ と分析し, ｢そして
いったんこのような疑念が生じると, 彼の話すことすべてが信頼感を失い,
結局のところ, この男にはなにか不正なところがあるのではないかと考え
だす｣ (『ギャツビー』, pp. 122123), と推論する｡ ニックは鋭い観察者
で, ギャツビーの表情, 目の動き（｢彼は横目づかいに僕を見た｣,『ギャ
ツビー』, p. 122), 口調, 声のトーンから,「君には真実を話そう」(『ギャ








る思いやりが見て取れた｡ [中略] その国家の置かれた複雑な立場を, そ
の微笑は隅まで心得ていた｣ (『ギャツビー』, pp. 124125) [下線筆者],
と語る｡ ギャツビーの身の上話に対するニックの ｢疑念｣ は ｢魅了｣ に変
わり, ギャツビーの微笑の意味を好意的に, 称讃を込めて読み取る｡ さら
に, ギャツビーがオックスフォードのトリニティ・カレッジの中庭で学友
（だとニックは推測している学生たち）５人と並んだ写真を見せられると,
「すべては真実であったのだ｣ (『ギャツビー』, p. 126) “Then it was
all true”, Gatsby, p. 65 と, 一切の疑念を払拭してしまう｡ そればかり






抜けている情景だけだ｣ (『ギャツビー』, p. 124), と語り, ギャツビーを
〈ボロを出しながら走る人形〉のイメージに滑稽化していた “a tur-
baned ‘character’ leaking sawdust at every pore”, Gatsby, p. 64 ｡ ところ
が, この笑劇風のイメージは一変する 「すべては真実であったのだ｡
ヴェニスの大運河の畔にある彼の宮殿を鮮やかに彩るいくつもの虎の毛皮








































た」ということだけだ｡ この後に続く状況描写は, ｢思うに｣ (“I think”,
Gatsby, p. 88),「まるで...みたいに」(“as though”, Gatsby, p. 88) と語って





















absorbed”, Gatsby, p. 90),「おそらく思い当たったのだろう」(“Possibly it
had occurred to him”, Gatsby, p. 90),「あるものとして見えた」(“it had























ビー』, p. 177) としても, その「困惑の色」を,「今ここにある幸福をそ
のまま真に受けていいものか, かすかな疑念が生じたらしい」(『ギャツ
ビー』, p. 177), とニックはなぜ, 説明できるのだろう｡
デイジーが彼の夢に追いつけないという事態は, その後にだって幾






(『ギャツビー』, pp. 17879) [下線筆者]
「デイジーが彼の夢に追いつけないという事態」(“moments [中略] when
Daisy tumbled short of his dreams”, Gatsby, p. 92) が, 具体的にはどのよ
うな状況なのかニックは説明しない｡ ギャツビーの「夢｣,「幻想の持つ活
力」(“colossal vitality of his illusion”, Gatsby, p. 92),「創造的熱情」
























(『ギャツビー』, pp. 14647) であり, ｢ひょっとしてデイジーの名前がち
らっとでも出てくるんじゃないかと期待して｣ (『ギャツビー』, p. 149),
「シカゴの新聞を何年にもわたって読み続け｣ ており (『ギャツビー』, p.
149), ｢いつかデイジーがふらっと, 彼のパーティーに顔を見せるんじゃ










p. 181) “The truth was that Jay Gatsby of West Egg, Long Island, sprang











③ 家出した後, 一年以上の間, スペリオル湖の南岸を移動しながら, は




入学｡ 授業料免除の代わりに, 用務員の仕事をする｡ 大学の授業内容
に失望し, 用務員職にも我慢できず, 二週間で退学｡











をされ, それで彼はギャツビーが ｢利発で, 人並み外れた野心を抱いてい
ることを知った｣ (『ギャツビー』, p. 184)｡ それでギャツビーはコーディ
の船で一緒に航海することになるのだが, コーディが気に入ったのはギャ
ツビーの ｢人並み外れた野心｣ (“extravagantly ambitious”, Gatsby, p. 96)
だったのだろう｡ しかし, 17歳のギャツビーは当時, 一体, 何を語り, ど
のように質問に答えたのだろう｡ コーディの質問とギャツビーの応答, ギャ
ツビーの態度をギャツビー自身が記憶していて, 詳細に記録された日記を
読むかのように, ニックに語り聞かせたのだろうか｡ そして, ニックはそ














くれた｡ （『ギャツビー』, p. 182）[下線筆者]
ギャツビーの ｢奇想｣ (“The most grotesque and fantastic conceipts”, Gatsby,
p. 95),「宇宙」(“A universe of ineffable gaudiness”, Gatsby, p. 95),「妄想
の図柄」(“the pattern of his fancies”, Gatsby, p. 95),「夢想」(“these
reveries”, Gatsby, p. 95),「鮮烈な情景」(“Some vivid scene”, Gatsby, p. 95),
「現実というものの非現実性」(“the unreality of reality”, Gatsby, p. 95),
「世界の礎は間違いなく妖精の翼の上に捉えられている」(“the rock of

















に楽しいというのに」(『ギャツビー』p. 271）[下線筆者] と語った｡ 原
文では “Well, there I was, ‘way off my ambitions, getting deeper in love
every minute, and all of a sudden I didn’t care. What was the use of doing great
things if I could have a better time telling her what I was going to do?”
(Gatsby, p. 143) [下線筆者]｡ ギャツビーは「野心」を抱いていたことに





想〉を説明したが, ギャツビーが語った ｢野心｣ や ｢偉業｣ を連想させる










(『ギャツビー』, p. 202) ていたと描写したのは, ギャツビーではなく,
語り手ニックである｡「何ブロックもまっすぐに続く歩道が紛れもなく一
本の梯子となって, 樹木の頭上にある秘密の場所に届いていることを見て




クはギャツビーの話を ｢あまりの感傷に辟易しながら (“appalling senti-













た｡ しかし, 彼のにじんだ目の前を, すべてはあまりにも素早く過












p. 244), とギャツビーに声を荒げた時, ニックはデイジーが ｢怯えた目
でギャツビーと夫とを見比べ｣, ギャツビーが「まともな言葉では描写で
きそうにない形相」(『ギャツビー』, p. 245) を顔に浮かべているのを見












をよしとせずすがった｡ (『ギャツビー』, p. 245) [下線筆者]



























いました」(『ギャツビー』, p. 307) をつなげれば, ギャツビーが戦
争で功績をあげたことは事実なのだろう｡ そして, 退役したばかりで ｢すっ
からかんで, 私服を買うことができなかった｣ ギャツビーを ｢使い道があ
りそうだとぴんときた｣ ウルフシャイムが, 彼を ｢在郷軍人会に登録させ,
「こうして彼はジェイ・ギャツビーなる人物を創造した」
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そこで有力な地位につかせ｣ (『ギャツビー』, p. 307), オルバニーにいる
取引先のために, ｢ちょいとした働き｣（『ギャツビー』, pp. 307─8）をさ
せたということも〈事実〉なのだろう｡ しかし,「ちょいとした働き」




オールド・スポート｡ 頭の切れる男だからね」(『ギャツビー』, p. 138),
と評価する時, ギャツビーの生き方やビジネスのモラルが垣間見える｡
｢以前, 警察長官のために便宜を図る機会があってね, それ以来, 毎年ク
リスマス・カードを送ってくれる｣ (『ギャツビー』, p. 128) 警察長
官がギャツビーに恩義を感じるほどの「便宜」(“I was able to do the com-
missioner a favour once”, Gatsby, p. 67) [下線筆者] とは何なのか｡ ｢毎年
クリスマス・カードを送って｣ くるのは警察長官の個人的謝意の表れであ




p. 243), ｢賭博法違反でお前を突き出すこともできたんだ｣ (『ギャツビー』,
p. 244), ｢ドラッグ・ストアの商売なんて, 所詮小銭稼ぎにすぎない｣
(『ギャツビー』, p. 244), ｢ウォルターがこの僕にもしゃべれないような








んだよ｡ まいっちまったぜ｡ ちんけな田舎町だっていうのに｣ (『ギャツ
ビー』, p. 299) は, ギャツビーのビジネスの暗部を明白に語ってい
る数少ない場面の一つである｡ ギャツビーは生前, ニックの面前で電話に
応対し, ｢小さい町での取引｣ に限定するように指示を出していたが (『ギャ









































































の橋をいったん超えてしまえば, どんなことも可能になるのだ [中略] 思
いもよらぬことさえ・・・・ そう, このギャツビーですらそれほど突飛
ともいえない存在になってしまう」(『ギャツビー』, p. 129) “‘Any-
thing can happen now that we’ve slid over this bridge,’ I thought ; anything at





結局, つぶされていく, とニックは実感したのだろうか｡ ニックが語る
「我々」とは, ニックを含むすべての〈夢追い人〉だろう｡ もちろん, ギャ
ツビーがそうであったようにニックもまた, 他の人々同様に「陶酔に満ち
た未来」を夢見て, 幾度もチャンスを掴みかけ あるいは, 掴みかけた
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“So he invented just the sort of Jay Gatsby”
The Great Gatsby and its Narrative Technique
ONO Yoshiko
This paper is an attempt to re-examine the narrative technique adopted in
The Great Gatsby. The first chapter deals with the structure and the authority
of the first-person narrative. The second chapter analyzes how Gatsby, intro-
duced as the main character of the book, is portrayed from the narrator’s point
of view. The narrator assumes the role of the omniscient “I” and endeavors to
recollect the smallest details of his encounter with Gatsby ; however, the ‘au-
thorized’ story-telling reveals the psychological depth of the narrator himself
and his emotionally biased judgements about Gatsby. The first-person narra-
tive fails to present the clear portrayal of Gatsby, only to create the character
in the way the narrator wants to see.
SYNOPSIS
